
議案第８２号

令和８年度長野市下水道事業会計補正予算

　（総則）

第１条 令和８年度長野市下水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

　（収益的支出の補正）

第２条

する。

（科　目） （補正前の額） （補正額） (計）

第１款 下水道事業費用 12,972,400千円 20,000千円 12,992,400千円

第１項 営業費用 11,758,949千円 20,000千円 11,778,949千円

　（債務負担行為の補正）

第３条

限度額を、次のとおり補正する。

追　加 （単位：千円）

変　更 （単位：千円）

　（企業債の補正）

第４条 予算第６条に定めた起債の限度額を、次のとおり補正する。

（起債の目的） （補正前の額） （補正額） (計）

 下水道事業費 4,305,000千円 20,000千円 4,325,000千円

令和８年９月３日提出

長野市長　荻　原　健　司

補正後限度額事　　　　　項

安茂里ポンプ場監視制御盤ワンループ
コントローラ修繕事業費

9,790 13,700

補正前限度額

雨水管路修繕事業費 令和９年度 142,370

令和８年度長野市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条

本文に「なお、営業費用中の管渠費20,000千円の財源に充てるため、企業債

20,000千円を借り入れる。」を加え、収益的支出の予定額を、次のとおり補正

支　　　　　出

予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び

事　　　　　項 期　　間 限　度　額

－1－ 下水道事業会計



下水道事業会計 －2－



令和８年度長野市下水道事業会計予算実施計画補正

収益的収入及び支出

支　出

1 下水道事業費 12,972,400 20,000 12,992,400

用 1 営業費用 11,758,949 20,000 11,778,949

2 管渠費 591,085 20,000 611,085

補正額

(単位：千円)

計款 項 目 補正前の額

－3－ 下水道事業会計



令和８年度長野市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書補正

（令和８年４月１日から令和９年３月31日まで）

(単位：千円)

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 775,490 △ 20,000 755,490

小計 5,514,122 △ 20,000 5,494,122

業務活動によるキャッシュ・フロー 4,615,323 △ 20,000 4,595,323

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他企業債による収入 0 20,000 20,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,672,560 20,000 △ 1,652,560

3

計

1

区　　　　　　　　分 補正前の額 補正額

下水道事業会計 －4－



－5－ 下水道事業会計



債務負担行為に関する調書補正

追　加

期 間 金 額

雨水管路修繕事業費 142,370

変　更

期 間 金 額

安茂里ポンプ場監視制御盤ワンループコン
トローラ修繕事業費

13,700

事　　　　　　　　　　項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の 支 払
義 務 発 生 （ 見 込 ） 額

事　　　　　　　　　　項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の 支 払
義 務 発 生 （ 見 込 ） 額

下水道事業会計 －6－



（単位：千円）

期 間 金 額 国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

令 和 ９ 年 度 142,370 0 141,300 1,070

（単位：千円）

期 間 金 額 国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

令 和 ９ 年 度 13,700 0 0 13,700

当 該 年 度 以 降 の 支 払
義　務　発　生　予　定　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

当 該 年 度 以 降 の 支 払
義　務　発　生　予　定　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

－7－ 下水道事業会計



長野市下水道事業会計予算事項別明細書補正

収益的収入及び支出

支  出

(款)  1 下水道事業費用

(項)  1 営業費用

補正前の額 補　正　額 計

2 管渠費 591,085 20,000 611,085

目

下水道事業会計 －8－



（単位：千円）

節     

説　　　　　　　　　　　　　　明

工事請負費 20,000 公共下水道 20,000

雨水管路維持管理 20,000

区　　分 金　　額

－9－ 下水道事業会計


